
私たちの時代
の
た
め
の

「徳」を議論する際、ほとんどつねに具体
的な徳目が言及されている。現代的な議論
が多い徳認識論では、時代に呼応した認識
的な徳目が比較的自由に挙げられるが、徳
倫理学の場合は、アリストテレスであれキ
リスト教であれ、「伝統」的な徳目を想定
しながら議論されることが多い。この報告
では、一方で現代社会のあり方や科学技術
の進展を注視し、他方では西洋的な（ある
いは大陸儒教的な）文脈から意識的に離れ
（ようとす）ることで、私たちの時代のた
めの「徳」のあり方について提案をおこな
いつつ、この問題について考えてみたい。
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アリストテレスおよび現代の徳倫理学、応用倫理学


